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実験から求められた細菌群集の細胞RQ含量あたりの炭素含量は、0.67 mg C nmol 
RQ-1であった。この値を換算係数として用い、現場のRQ濃度から浮遊細菌の炭
素バイオマス量を求めた結果、表水層において 0.008 ~ 0.054 mg C L-1、深水層に
おいて 0.010 ~ 0.024 mg C L-1と推定された。これらの実験結果より、湖水のRQ
濃度を測定することにより、精度良く細菌群集の炭素バイオマス量を推定でき
ることを証明した。琵琶北湖定点において、季節的・鉛直的な各RQ種濃度(各RQ
種保持亜集団の炭素バイオマス量のプロキシ)の変動パターンを調査した結果、
呼吸鎖キノン種によって異なる季節変動パターンを示した。また、通年的に水
柱中で優占していたユビキノン(UQ)-8 は、深水層でバイオマスが増大する特徴
的な動態を示し、深水層において電子受容体となる硝酸・亜硝酸窒素濃度と高
い相関関にあった。また、夏期の表層において濃度の増加が見られたUQ-10は、
栄養基質である溶存態有機物の濃度と高い相関関係が見られた。このことから、
亜集団によって、生態学的特性が異なると考えられた。 
細菌亜集団の増殖および死滅速度を見積もることに成功し、細菌群集の増殖
速度は、原生生物による摂食およびウイルス溶菌によって死滅する速度とほぼ
釣り合うことが示された。さらに、第二章で算出した RQ/炭素含量比を換算係数
として用い、亜集団を介する炭素流を推定した結果、増殖速度が速い亜集団ほ
ど細菌群集を介する炭素流への寄与は大きくなることが示唆された。細菌群集
の死滅様式に関しては、亜集団によらず、摂食は細菌の密度依存的、溶菌は細
菌の増殖速度依存的に増加する傾向が見られた。 
 
考察・結論 
自然細菌群集の死滅要因としては、様々な環境要因が考えられるが、琵琶湖
の細菌群集は物理化学的な環境要因の変化によって死滅する前に、摂食と溶菌
によって速やかに死滅していることが推察された。本研究の結果、現場で優占
する亜集団（ユビキノン(UQ)-8および 10保持亜集団）は、高い増殖速度を示し、
その後速やかに死滅することから、微生物食物網における細菌群集を介する炭
素流の大部分（約 6 割）を駆動していることが明らかとなった。一般に、淡水
湖沼や河川では Betaproteobacteria に属する細菌が優占するとされているが、こ
の細菌群の多くは UQ-8を保持していると報告されている。このことから、UQ-8
保持亜集団は、淡水環境の微生物食物網の炭素循環過程において重要な役割を
担っていると考えられる。 
本研究は、RQ種によって細菌群集を亜集団に分割することで、優占細菌亜集
団と微生物食物網における炭素循環との関係を明らかにした。 
